
看護教育論 

責任者・コーディネーター  共通基盤看護学講座 嶋森 好子 教授 

担当講座・学科 (分野 ) 看護学部 

対 象 学 年  4 

区分・時間数 講義 12 時間  期 間 前期  

単 位 数  1 単位  

・学習方針（講義概要等） 

専門職教育としての看護教育を理解するために、看護教育の歴史的変遷を踏まえて、看護教育制度の

現状と問題点を考えていく。准看護師問題、看護学教育の一元化および特定能力を有する看護師の問

題等看護学教育を取り巻く様々な問題を検討し、今後どのような看護学教育が必要とされるかを考え

ていく。さらには、自身の看護職としての継続したキャリア開発と継続教育の関連性を考える。 

・教育成果（アウトカム） 

看護学教育の歴史的変遷を理解し、看護学教育の課題を考えることができる。また、看護提供者とし

てだけではなく、自身の看護職としての成長発展の責務、また教育者としての看護職の役割があるこ

とを自覚できる。 

 

【学位授与方針と当該授業科目との関連】                          

ディプロマ・ポリシー：1，3 

・到達目標（SBO） 

1．看護と教育の共通性を考え、その意味を自身の言葉で表現できる 

2．現代日本における教育の課題と日本の看護教育制度の課題について理解できる 

3．現状の看護学基礎教育の教育課程の特徴と課題を理解できる 

4．これまでの 4 年間を振り返り、大学教育における看護学教育について自身の意見を述べられる 

5．自身の看護職としてのキャリア形成のための継続教育の必要性を考えることができる 

 

 

 

 

 



・授業日程 

（矢）トクタヴェール講義室 2 

【講義】 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 授業内容/到達目標 

4/24 金 2 看護学部 工藤 真由美 非常勤講師 

看護と教育（ケアリング再考） 

 

・看護、教育をケアリングという

概念から考えることができる 

 

【課題】 

保健師助産師看護師法がどの

ような法律であるかをまとめ、

自身が分からなったこと、質問

としてまとめる 

5/1 金 2 看護学部 工藤 真由美 非常勤講師 

日本における教育の課題 

日本の看護学教育の歴史的変遷を

学ぶ（１） 

 

・日本の現状の教育について理解

できる 

・看護学教育の歴史的変遷を理解

できる 

5/7 木 1 看護学部 工藤 真由美 非常勤講師 

日本の看護学教育の歴史的変遷を

学ぶ（２） 

保助看法と看護教育 

 

・看護師と准看護師の教育の課題

を考えることができる 

・准看護師制度について、自身の

考えをまとめることができる 

 

※グループワークで意見の交換を

行う。 

 

【課題】 

准看護師制度について授業で

考えたこと、更に調べて自身の

意見をまとめる 



6/8 月 2 看護学部 工藤 真由美 非常勤講師 

チーム医療の中での看護の専門性

を考える（１） 

看護教育課程の特徴 

 

・看護にかかわる近年の制度改革

を知り、これからの看護職の役

割を考えることができる 

 

※グループワークで意見の交換を

行う 

6/12 金 3 看護学部 工藤 真由美 非常勤講師 

チーム医療の中での看護の専門性

を考える（２） 

大学における看護教育を考える 

 

・多職種連携の中で看護職がどの

ような能力を持っている必要が

あるかを考えることができる 

6/15 月 1 看護学部 工藤 真由美 非常勤講師 

看護継続教育（１） 

プロフェッショナリズム 

看護倫理 

 

・プロフェッショナリズムの意味

を考え、看護専門職として学び

続ける責務を自覚できる 

6/19 金 1 看護学部 工藤 真由美 非常勤講師 

看護継続教育（２） 

看護継続教育の現状と課題 

 

・日本における看護継続教育の現

状を理解できる 

 

※グループワークで意見の交換を

行う 



6/19 金 2 看護学部 工藤 真由美 非常勤講師 

看護職としてキャリアを考える 

キャリアとは何か 

看護職のキャリアディベロプメン

ト 

 

・キャリアの意味を理解し、看護

職としてのキャリアディベロプ

メントを考えることができる 

 

【課題】 

最終課題（レポート）を提示する 

 

・教科書・参考書等 
教：教科書   参：参考書   推：推薦図書 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

参 看護教育学（第 6 版） 杉森みど里、舟島なをみ 医学書院 2016 

参 
看護教育学(改訂第 2 版): 看護を

学ぶ自分と向き合う 
グレッグ美鈴編 南江堂 2018 

 

・成績評価方法 

授業毎の課題 30 点、最終レポート 60 点、授業（ディスカッション等）への参加の状況 10 点で評価

する。 

 

・特記事項・その他 

【事前事後学修の具体的内容及び時間】 

授業は基本的には講義とディスカッションを交えて行う。また、授業後に課題を出し、その内容につ

いて検討を行うので、しっかり授業を聴き、その中で自身の考えをまとめることを求める。指定のテ

キストは使用しないが、準備した資料を精読すること。 

ディスカッションには積極的に参加し、自身の意見を述べること。またわからないことなども積極的

に質問し課題を共有すること。グループワークのまとめは毎回提出すること。 

シラバス上にすべての課題を記していないが、適宜授業において詳細に説明する。 

 

【授業における試験やレポート等の課題に対するフィードバック】 

提出した課題については、授業内で共有する。（個人名を出すことはない） 

 

【保健師助産師看護師学校養成所指定規則教育内容】 

看護師（別表 3）：統合分野 看護の統合と実践 



・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  プロジェクター（EPSON EB-L610WVPL-FWZ60） 1  講義用スライド投影  

講義  書画カメラ（ELMO PX-10） 1  講義用資料投影  

 


